
最近の農薬環境行政について

１．水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準の設定に向けた取組

、 （ 、平成21年度には 本件に係る中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会を６回 ４月

７月、８月、11月、12月、３月）開催し、個別農薬毎の基準値案をご審議いただいたと

ころ。前回本部会にご報告した平成21年2月10日以降、新たに60農薬について基準値が

設定（環境省告示に追加）されたほか、現在９農薬がパブリックコメントの手続き準備

中である（別添1 。なお、累計では101農薬に基準値が設定されている。）

２．水質汚濁に係る農薬登録保留基準の設定に向けた取組

、 （ 、平成21年度には 本件に係る中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会を５回 ７月

８月、11月、12月、３月）開催し、個別農薬毎の基準値案（非食用農作物専用農薬につ

いては環境省が算定した暫定一日摂取許容量（ＡＤＩ）案を含む）をご審議いただいた

ところ。前回本部会にご報告した平成21年２月10日以降、新たに30農薬について基準値

（うち、７農薬については暫定ＡＤＩを用いて設定）が設定（環境省告示に追加）され

たほか、現在10農薬がパブリックコメントの手続き中である（別添２ 。なお、累計で）

は32農薬に基準値が設定されている。

３．特定防除資材（特定農薬）に関する取組

平成21年7月、水産動植物被害防止に係る登録保留基準の改正（平成１７年８月）等

を踏まえ 「特定防除資材(特定農薬)指定のための評価に関する指針」を改正する（別、

添３）とともに、これを受けて 「特定防除資材（特定農薬）の指定に関する資料を提、

供する際の資料概要の様式及び記入例について についても平成21年11月に改正した 別」 （

添４ 。）

４．その他の取組

（１）ゴルフ場暫定指導指針対象農薬に係る水質調査結果

「 」 、ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針 に基づき

都道府県等で実施された水質調査の結果についてとりまとめ、平成21年11月に公表し

た（別添５ 。調査対象となったゴルフ場は634カ所であり、延べ23,403検体について）

調査されたが、指針値を超過した事例はなかった。

（２）公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアルの策定に向けた取り組み

環境省では、公園、緑地や街路樹等の管理での農薬飛散によるリスク軽減に資する

ため、平成20年５月 「公園・街路樹等病害虫・雑草管理暫定マニュアル」を公表し、

たところであるが、これに農薬散布における立入制限の措置の項目等を盛り込んだマ
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ニュアル改訂案を作成した（別添６ 。今後、パブリックコメントを実施の上 「公園） 、

・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル」を公表し、自治体等への周知徹底を図る予

定。

（３）農薬の大気経由による影響評価事業

環境省では、平成9年、航空防除で散布された農薬を大気経由で吸入した場合の健

康影響への関心の高まりから、リスク管理の目安となる気中濃度評価値を設定したと

ころ。その後の農薬の散布形態や種類の変化を踏まえ、平成22年度から、気中濃度評

価値の見直しも含め、農薬の大気経由による人の健康へのリスクを適切に管理するこ

とを目的として 吸入毒性に関する情報収集・試験や 飛散実態の調査等を行う 別、 、 。（

添７）
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（平成22年3月30日現在）

No. 有効成分名
基準値
(μg/L)

告示日

1 アバメクチン 0.037

2 エトフェンプロックス 0.67

3 キノクラミン（ＡＣＮ） 6.3

4 グルホシネート

5 グルホシネートPナトリウム塩

6 クロラントラニリプロール 2.9

7 クロリムロンエチル 3.7

8 シクロスルファムロン 3.5

9 ジメテナミド

10 ジメテナミドP

11 トリフルラリン 24

12 ハロスルフロンメチル 5.0

13 ホサロン 0.073

14 メトラクロール

15 S-メトラクロール

新たに水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基準が設定された農薬（平成21年2月10日以降）

平成21年2月18日

ＤＬ－ホモアラニン－４－イル
（メチル）ホスフィン酸（別名グ
ルホシネート酸）として10,000

29

23

別添１

15 S メトラクロ ル

16 アセキノシル 0.39

17 イソチアニル 97

18 カルバリル（NAC） 1.6

19 クロメプロップ 36

20 ジカンバ（MDBA）

21 ジカンバ（MDBA）カリウム塩

22 ジカンバ（MDBA）ジメチルアミン塩

23 チオシクラムシュウ酸塩 1.9

24 フルシトリネート 0.0055

25 ブロモブチド 480

26 スピネトラム 310

27 プロピリスルフロン 11

28 ピリブチカルブ 10

29 ピロキロン 3,300

30 フルトラニル 310

31 メトミノストロビン 480

32 メプロニル 420

33 イプロベンホス（IBP) 270

34 トリフルミゾール 86

平成21年5月7日2-メトキシ-3,6-ジクロロ安息
香酸（別名ジカンバ酸又はＭ

ＤＢＡ酸）として8,800

平成21年5月18日
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35 ベンスルフロンメチル 56

36 ペンディメタリン 14

37 ミルベメクチン 1.0

38 メコプロップ（MCPP)カリウム塩

39 メコプロップ（MCPP)ジメチルアミン塩、

40 メコプロップPイソプロピルアミン塩

41 メコプロップPカリウム塩

42 ジスルホトン(エチルチオメトン） 3.2

43 フルフェノクスロン 0.017

44 ベンタゾンナトリウム塩 8,800

45 アジムスルフロン 73

46 ピリベンカルブ 60

47 イソプロチオラン 920

48 スピロメシフェン 9.2

49 パラコートジクロリド(パラコート) 240

50 ピリミノバックメチル 5,900

51 ボスカリド 500

52 クロルフェナピル 0.70

53 シフルメトフェン 6.3

54 スピロジクロフェン 100

55 フェリムゾン 620

平成21年8月3日

(RS)-2-(4-クロロ-o-トリルオ
キシ)プロピオン酸(別名メコプ

ロップ酸)として8,100

平成21年10月6日

平成21年12月22日

平成22年2月1日

56 ブプロフェジン 80

57 プロフェノホス 0.077

58 ベンチアバリカルブイソプロピル 870

59 メチダチオン（DMTP) 0.11

60 メトコナゾール 210

（参考）今後パブリックコメントを予定している農薬（平成22年3月30日現在）

No. 有効成分名
基準値
(μg/L)

1 エトキサゾール 1.5

2 カルブチレート 120

3 クロルピリホス 0.046

4 シフルトリン 0.0061

5 チウラム 10

6 フェノキサニル 600

7 プロパモカルブ塩酸塩 10,000

8 プロベナゾール 270

9 ベンフルラリン（ベスロジン） 2.9

平成22年3月3日
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（平成22年3月30日現在）

No. 有効成分名
基準値
(mg/L)

告示日

1 クロリムロンエチル 0.2

2 フルセトスルフロン 0.10

3 マンジプロパミド 0.1

4 １－ナフタレン酢酸ナトリウム 0.39

5 クロラントラニリプロール 0.69

6 フルポキサム 0.021

7 カルフェントラゾンエチル 0.07 平成21年6月12日

8 イソチアニル 0.074

9 テフリルトリオン 0.002

10 プロスルホカルブ 0.050

11 メコプロップカリウム塩（ＭＣＰＰカリウム塩）

12
メコプロップジメチルアミン塩
（ＭＣＰＰジメチルアミン塩）

13 メコプロップＰイソプロピルアミン塩

14 メコプロップＰカリウム塩

15 メソトリオン 0.007

新たに水質汚濁に係る農薬登録保留基準が設定された農薬（平成21年2月10日以降）

メコプロップ（ＭＣＰＰ）として

0.047
1)

平成21年2月18日

平成21年5月27日

平成21年10月23日

別添２

15 メソトリオン 0.007

16 ジカンバ（ＭＤＢＡ）

17
ジカンバジメチルアミン塩
（ＭＤＢＡジメチルアミン塩）

18 ジカンバカリウム塩（ＭＤＢＡカリウム塩）

19 ジメテナミド

20 ジメテナミドＰ

21 ピリフルキナゾン 0.01

22 メトラクロール

23 Ｓ－メトラクロール

24 ピリミスルファン 0.93

25 フェリムゾン 0.050

26 フルトラニル 0.23

27 メフェナセット 0.01

28 ジノテフラン 0.58

29 ダイムロン 0.7

30 パクロブトラゾール 0.053

1) 農薬小委員会において、暫定ADIを0.018 mg/kg体重/dayと算定の上、基準値を設定した。

2) 農薬小委員会において、暫定ADIを0.35 mg/kg体重/dayと算定の上、基準値を設定した。

ジカンバ（ＭＤＢＡ）として0.932)

0.10

0.25

平成22年1月12日

平成22年3月26日
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No. 有効成分名
基準値案
(mg/L)

パブリックコメント期間

1 イソプロチオラン 0.26

2 エスプロカルブ 0.02

3 カフェンストロール 0.007

4 グルホシネート

5 グルホシネートＰナトリウム塩

6 シラフルオフェン 0.29

7 スピネトラム 0.063

8 プレチラクロール 0.047

9 プロピリスルフロン 0.029

10 ブロモブチド 0.10

（参考）現在パブリックコメント手続中のもの（平成22年3月30日現在）

グルホシネート酸として0.024
平成22年3月30日－
平成22年4月28日
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特定防除資材（特定農薬）指定のための評価に関する指針

Ⅰ 目的

本指針は、農薬取締法第２条第１項の規定により特定防除資材（特定農薬）を指定す

るに当たって必要な薬効及び安全性に関する評価の考え方を示すものである。

Ⅱ 特定防除資材指定のための評価に関する基本的考え方

特定防除資材は、原材料に照らし農作物等、人畜及び水産動植物に害を及ぼすおそれ

がないことが明らかであると確認された農薬でなければならない。したがって、特定防

除資材の指定に当たっては、次の点が科学的に評価されることが必要である。

１ 薬効

病害虫や雑草に対する防除効果又は農作物等の生理機能の増進若しくは抑制の効果

が確認されること

２ 安全性

農作物等、人畜及び水産動植物への安全性が確認されること

Ⅲ 指定に係る手続

１ 特定防除資材の検討対象とする資材の範囲

検討対象とする資材の範囲は、農薬取締法第１条の２第１項に規定する農薬及び同

条第２項の規定により農薬とみなされるもののうち、以下に掲げるもの以外のものと

する。

（１）原則として化学合成された物質であるもの（食品を除く ）。

（２）抗生物質

（３）天敵微生物（弱毒ウイルスを除く ）。

（４）有効成分以外の成分として化学合成された界面活性剤等の補助成分が入っている

もの

（５）食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）第１食品の部Ａ食品

一般の成分規格の５、６及び７において食品の成分規格が定められている物質が有

効成分であるもの

（６）毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）において毒物、劇物又は特定毒物

として定められているもの

２ 検討対象資材の評価優先度

優先して評価する検討対象資材は、主に以下の点を踏まえ、農林水産省及び環境省

が協議の上決める。

（１）安全性に懸念があるとの情報があるもの

（２）現に当該資材の使用が相当程度普及しているもの

（３）評価に必要な資料が整っているもの

３ 指定の手順

別添３
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特定防除資材の指定に当たっては、まず農林水産省及び環境省において検討対象資

材について評価に必要な資料を整理する。次に両省が整理した資料並びに農林水産大

臣及び環境大臣が食品安全委員会から意見聴取した当該資材の食品健康影響評価結果

を踏まえつつ、農業資材審議会農薬分科会特定農薬小委員会及び中央環境審議会土壌

農薬部会農薬小委員会合同会合（以下「合同会合」という ）は、薬効、安全性に関。

して評価を行う。

合同会合で特定防除資材として指定することが妥当であるとされた評価対象資材に

ついて、パブリック・コメント手続を経た後、農林水産大臣及び環境大臣は農業資材

審議会の意見を聴取する。農業資材審議会で特定防除資材とすることが適当とされた

ものについて、農林水産大臣及び環境大臣は特定防除資材の指定を行う。

Ⅳ 特定防除資材の評価に必要な資料

１ 資料の種類

特定防除資材の評価は、原則として、以下の（１）から（５）までに掲げる資料に

基づき行うこととする。

ただし、検討対象となる資材が次の①から④までに掲げる要件に該当する場合は、

それぞれ記載のとおりとすることができる。

① 食品等のうち生産現場において病害虫や雑草の防除又は農作物等の生理機能の増

進若しくは抑制を目的とした使用実態が十分にあるもの

（５）をもって（３）に替えることができるものとする。

② 広く食用に供されるものであって十分な食経験があるもの

（４）の②を省略することができるものとする。

③ 広く食用に供されるものの抽出物（②を除く ）。

抽出方法によっては（４）の②のウを省略することができるものとする。

④ 検討対象となる資材の特性からみて、当該資材の成分等が河川等の水系に流出す

るおそれがないと客観的に認められるもの

（４）の③を省略することができるものとする。

なお、合同会合は評価の過程において必要と認めた場合、評価に必要な資料を追加

することができるものとする。

（１）対象資材の概要

（２）物理的化学的性状及び成分規格に関する資料

① 名称（一般名、化学名等）

② 原材料（当該資材の原材料すべて）

③ 可能な範囲での有効成分及びその他の含有成分（名称及び構造式又は示性式）

④ 含量規格（有効成分の含量を％で表示。有効成分が複数の場合はそれぞれにつ

いて記載）

⑤ 製造方法

⑥ 性状（色、におい、形状等）

（３）薬効に関する資料

（４）安全性に関する資料

① 薬害（農作物に関する安全性）に関する資料

② 人畜に対する安全性に関する資料

ア 急性経口毒性試験

イ 変異原性試験（復帰突然変異試験）
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ウ 90日間反復経口投与毒性試験

エ 暴露評価に係る試験（作業者暴露、作物残留及び環境残留）

オ 評価対象資材に含まれる物質の構造活性に関する資料

③ 水産動植物に対する安全性に関する資料

（５）病害虫や雑草の防除又は農作物等の生理機能の増進若しくは抑制を目的とした使

用方法・普及状況等に関する資料

２ 薬効に関する資料及び評価の目安（１の（３）関係）

（１）評価に必要な資料

① 試験成績等に係る資料

農薬の登録申請に係る試験成績について（平成12年11月24日付け12農産第8147

号農林水産省農産園芸局長通知）別表１の農薬の薬効試験を適性に実施する能力

を有する試験施設において実施された試験成績を２例以上必要とし、資材の種類

により以下の要件を満たすものとする。

ア 病害虫の防除に使用する資材の場合

同一の病害虫に対する野外（実際の栽培時に使用される場所をいい、ガラス

室、ビニールハウス等の施設内を含む。以下同じ ）での防除効果に係る試験。

成績であって、試験成績の結果として（ア）から（ウ）までの式を用いて算出

したもの。ただし、種子消毒に用いる資材に係る防除効果試験成績は野外で試

験されたものである必要はない。

（ア）防除価 ＝100－（処理区の被害／無処理区の被害）×100注１

（イ）補正密度指数 ＝ × ×100
注２ 処理区のＸ日後密度 無処理区の散布前密度

処理区の散布前密度 無処理区のＸ日後密度

（ウ）密度指数 ＝ × 100
注２ 処理区のＸ日後密度

無処理区のＸ日後密度

注１：無処理区における病害虫の被害に対する処理区の防除効果の程度を表す

指数であり、防除価が高いほど防除効果があることを示す。

２：無処理区における害虫密度に対する処理区における害虫密度をもって、

防除効果を表す指数である。散布前の害虫の密度を考慮したものを補正密

度指数といい、考慮しないものを密度指数という。通常、害虫の数を直接

カウントした試験において使われており、当該指数が低いほど防除効果が

あることを示す。

イ 雑草の防除又は農作物の生理機能の増進若しくは抑制に使用する資材の場合

同一の雑草に対する野外での防除効果又は同一の農作物に対する野外での生

理機能の増進若しくは抑制効果に関する試験成績

② その他必要な資料

供試農作物等の名称、評価対象資材使用時期の生育段階、対象病害虫・雑草名、

当該防除資材の使用方法（使用時期、回数、散布方法、単位面積当たり使用量、

希釈する場合は希釈倍数）等薬効に関し農薬登録に必要とされる事項とおおむね

同様の事項を記載した資料

（２）検討対象資材の薬効が確認される目安

① 病害虫の防除に使用する資材の場合
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防除価等が無処理区と比較して半分を超える効果を示す２例以上の試験結果が

認められ、具体的な防除価等の数値の目安は以下のとおりであること

ア 防除価が50以上であること

イ 補正密度指数又は密度指数が50未満であること

② 雑草の防除又は農作物の生理機能の増進若しくは抑制に使用する資材の場合

効果の種類等の確認事項が多岐にわたるため、植物生理学等の専門家の意見も

踏まえ個別に確認

３ 安全性に関する資料及び評価の目安（１の（４）関係）

（１）薬害

① 評価に必要な資料

当該検討資材に係る薬害に関する文献等。一般的な使用方法としては想定され

ない方法によって使用されたときに薬害が発生するおそれがある場合には、その

旨の情報

② 検討対象資材の薬害がないことが確認される目安

薬害の発生に関する情報がないこと

（２）人畜に対する安全性

① 評価に必要な資料

ア 原則として、ＧＬＰ試験研究機関において実施された以下の文献等（学術論

文等として発表されたものではなくても可）

(ｱ) 急性経口毒性試験（ラット等を用いた試験により概略の致死量を求めると

ともに動物の中毒症状や状態を記録したもの）

(ｲ) 変異原性試験(細菌を用いた復帰突然変異試験（Ａｍｅｓ試験）)

(ｳ) 90日間反復経口投与毒性試験（ラット等を用いた試験により動物の中毒症

状や状態を記録したもの）

(ｴ) 有害性の報告があるものにあっては、暴露評価に係る試験（作業者暴露、

作物残留及び環境残留）

イ 評価対象資材に含まれる物質の構造活性に関する資料

② 検討対象資材の人畜に対する安全性が確認される目安

①のアの試験成績により安全性が確認されていること。なお、評価の際には、

当該検討対象資材の腐敗、かびの発生等二次的な悪影響の有無についても確認す

る。

（３）水産動植物に対する安全性

① 評価に必要な資料

当該検討対象資材に係る水産動植物に対する安全性に関する信頼できる文献等

の調査結果

② 検討対象資材の水産動植物に対する安全性が確認される目安

原則としてコイ又はヒメダカに対する96時間の半数致死濃度が10mg/Lを超え、

かつオオミジンコに対する48時間の半数遊泳阻害濃度が10mg/Lを超えること

４ 複数の原材料からなる混合物の場合の取扱い

すべての原材料について、その安全性が３を踏まえ確認されており、かつそれらを

混合した混合物としての薬効が２を踏まえ確認された場合にあっては、当該混合物を

特定防除資材の指定の対象とする。その場合は、原材料の混合割合は規定しない。な

お、混合物としての安全性については、混合による化学変化の可能性がある場合等、
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必要に応じ確認を行う。

５ 病害虫や雑草の防除又は農作物等の生理機能の増進若しくは抑制を目的とした使用

方法・普及状況等に関する資料（１の（５）関係）

薬効があり、安全性上の問題がないと考えられる通常の使用方法及び使用上の注意

事項として使用者に伝えるべき事項並びに資材の使用面積・使用者数等普及状況等に

関する資料
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2 1 消 安 第 8 3 0 5 号

環水大土発第091105001号

平 成 2 1 年 1 1 月 ５ 日

／都道府県農林・環境担当部局長＼

各 殿

＼関係団体の長 ／

農林水産省消費・安全局農産安全管理課長

環境省水・大気環境局土壌環境課

農薬環境管理室長

特定防除資材（特定農薬）の指定に関する資料を提供する際

の資料概要の様式及び記入例について

特定防除資材の指定に関しては、農林水産省及び環境省が安全性等に

関する情報を収集し、必要に応じ「特定防除資材（特定農薬）の指定に

関する資料を提出する際の資料概要の様式及び記入例について （平成」

16年５月20日付け16消安第1083号農林水産省消費・安全局農産安全管理

課長通知、環水土発第040520001号環境省環境管理局水環境部土壌環境

課農薬環境管理室長通知。以下「旧様式通知」という ）に基づいた情。

報提供を受け、農業資材審議会及び中央環境審議会において検討してき

たところである。

「特定防除資材（特定農薬）指定のための評価に関する指針につい

て （平成16年３月１日付け15消安第6522号・環水土発第040301001号」

農林水産省消費・安全局長・環境省環境管理局水環境部長通知）を平成

21年７月13日付けで改正したことに伴い、新たに特定防除資材（特定農

薬）の指定に関する資料概要の様式及び記入例を別紙のとおり作成した

ので、御了知いただくとともに、下記事項と併せて関係者への周知方よ

別添４
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ろしくお願いする。

これに伴い、旧様式通知については廃止することを申し添える。

記

１ 資料の作成に当たっては 「農薬の登録申請に係る試験成績につい、

て （平成12年 11月 24日付け12農産第8147号農林水産省農産園芸局長」

通知）別添「農薬の登録申請時に提供される試験成績の作成に係る指

針 （以下「農薬の試験ガイドライン」という ）等に各種試験法が」 。

記載されているので参考にすること。なお、提供されるデータは、原

則公開とする。

２ 資料として、文献や出版物のコピー、製品安全データベース等既存

の情報を利用する場合には、著作権等の問題を解決するとともに、そ

の出典を明らかにした上で、可能な限り本様式に準じて記載すること。

３ 指針のⅣの１の（２）～（５）以外の資料を提供する場合にあって

は 「 農薬の登録申請に係る試験成績について』の運用について」、 『

（平成13年10月10日付け13生産第3986号農林水産省生産局生産資材課

長通知）別添「試験成績概要書等の作成」の「３ 農薬抄録」の様式

を参考に資料概要に記載すること。

４ 特定防除資材の指定に関する資料については、農林水産省消費・安

全局農産安全管理課又は環境省水・大気環境局土壌環境課農薬環境管

理室に提供すること。なお、提供された資料は両省で共有し、検討を

行うため、同じ資料を両省に提供する必要はない。

参考ＵＲＬ：

農薬の登録申請時に提出される試験成績の作成に係る指針

http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/8147/8147号別添.pdf

試験成績概要書等の作成「３ 農薬抄録」

http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/3986/3986号別添概要書本文.pdf
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別紙

○○○○（防除資材名）の概要
（様式及び記入例）

平成○○年○○月○○日
＊資料概要作成年月日を記載する。

（会社名） （担当部課） （担当者名） （ＴＥＬ）

連絡先

（日本工業規格Ａ４）
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１ 物理化学的性質並びに成分規格及び使用方法

名称 ＊資材の名称（一般名、化学名等）を記載する。

原材料 ＊資材の原材料すべてを記載する。

成分 有効成分 ＊判明している成分の名称及び構造式又は示性式を記載する。

その他 ＊判明している成分の名称及び構造式又は示性式を記載する。

含有成分

含量規格 ＊成分の含量に規格があれば、すべて記載する。

製造方法 ＊資材の製造方法について記載する。（製造方法が複雑な場合は別紙とする。）

性状 ＊資材の色、におい、形状等について記載する。

使用方法 適用農作 適用病害虫等 使用量等 使用時期 使用回数 使用方法 使用上の

物名 注意事項

※１ ※２ ※３ ※４ ※５ ※６ ※７

普及状況等 ＊資材の起源又は発見の経緯、出荷量、流通範囲、使用面積、使用者数等について

記載する。

※１ 資材を使用する主な農作物等の名称を記載する。

※２ 適用病害虫名若しくは雑草名又は資材の使用目的を記載する。

※３ 資材の単位面積当たりの使用量、希釈倍数等を記載する。

※４ 資材の使用時期（農作物等の生育段階、病害虫・雑草の発生状況）を記載する。

※５ 資材の総使用回数を記載する。

※６ 資材の使用方法（散布、塗布、くん蒸等）を記載する。

※７ 資材の使用上の注意事項を記載する。
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２ 薬効に関する資料の概要

＊指針Ⅳの２の（１）の①の施設で実施した２例以上の試験成績について、次の様式に別々に取り

まとめるものとする。

作物名 栽培条件 病害虫・ 使用量 使用 使用回数 使用方法 効果 試験場所 備考

※１ ※２ 雑草名※ ※４ 時期 ※６ ※７ ※８ ※９ ※10

３ ※５

※１ 試験に用いた農作物等の名称、品種等を記載する。

※２ 農作物等の播種、定植、収穫等の年月日、栽培場所（露地、ハウス等）等を記載する。

※３ 防除対象となる病害虫名、雑草名、発生量等を記載する。

※４ 資材の使用量（単位面積当たりの使用量及び希釈倍数）を記載する。

※５ 資材の使用時の作物の生育ステージ及び病害虫・雑草の発生状況を記載する。

※６ 資材の使用回数を記載する。

※７ 資材の使用方法等（散布、塗布、くん蒸等）を記載する。

※８ 防除に用いる資材については防除価等を、発芽、節間伸長、着果等の生理機能の増進等に用

いる資材についてはその効果を記載する。また、効果について調査した時期（使用後日数、

作物の生育段階等）を付記する。

※９ 試験を実施した実施機関、実施場所、都道府県名及び実施年度を記載する。

※10 その他試験結果の解釈の参考となる事項を記載する。また、薬害の有無について記載し、薬

害が発生した場合には、その症状及び回復の有無等を併せて記載する。
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３ 安全性に関する資料の概要

（１）薬害

＊薬害について文献検索を実施した場合には、検索したデータベース、文献数、検索内容及び検索

結果を記載する。

＊検索の結果、該当する文献があった場合には、試験の概要（文献名、vol、発行年月日、論文名、

著者名、供試資材、供試作物、薬害の有無及びその症状等）について記載する。
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（２）人畜に対する安全性

① 急性経口毒性試験

○○○（動物種）における急性経口毒性試験 （資料 ）

↑提出資料の整理番号を記入する。（以下

同じ。）

試験機関：○○研究所〔ＧＬＰ対応〕

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

供試動物：○○系○○○（動物名）、○○週齢、体重：雄○～○ｇ 雌○～○ｇ、一群雌雄各○○匹

特に供試動物の種類や月齢等は規定していないが、「農薬の試験ガイドライン」において

は、「１群雌雄の各匹数は５匹以上、雌は未経産で非妊娠のものを用いる。」とされてい

る。

観察期間：○○日間

特に観察期間は規定していないが、「農薬の試験ガイドライン」においては、「少なくと

も14日間以上の観察をする」とされている。

投与方法：被験物質を○○（溶媒名）に溶解して経口投与した。投与前に○○時間絶食した。

観察・検査項目：中毒症状及び生死を○○日間観察した。死亡動物及び試験終了時の全生存動物につ

いて組織の肉眼的病理検査を行った。

結 果：

投 与 方 法 経 口

投 与 量 ○○○、○○○、○○○

(mg/kg) ○○○、○○○

ＬＤ (mg/kg) 雄 ○○○(○○○～○○○)50

(○％信頼限界) 雌 ○○○(○○○～○○○)

死亡開始時間及び終了時間※１ 投与後○○分から開始

投与後○○日に終了

症状発現時間及び消失時間※１ 投与後○○分から発現

投与後○○日に消失

毒性徴候の認められなかった ○○○

最高投与量 (mg/kg)※２

死亡例の認められなかった ○○○

最高投与量(mg/kg)
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＊投与量は用量の低い順に記載する。

※１死亡又は症状が認められなかった場合はその旨を記載する。

※２試験動物の一般状態等から判断し記載する。

求められない場合には欄を作る必要はない。

中毒症状としては、雌雄に関係なく○○、○○及び○○が観察された。

剖検所見では、主要な組織器官に特記すべき変化は認められなかった。

20



② 変異原性試験

細菌を用いる復帰突然変異試験 （資料 ）

試験機関：○○研究所〔ＧＬＰ対応〕

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

試験方法：ヒスチジン要求性のサルモネラ菌 Salmonella typhimurium（TA98、TA100、TA1535、TA15

37株）及びトリプトファン要求性大腸菌Escherichia coli WP2 uvrA株を用い、ラットの肝

臓から調製した薬物代謝酵素系（S-9 Mix）の存在下及び非存在下で、Amesらの方法を用い

て変異原性を検定した。

検体はＤＭＳＯに溶解し、50～5000μg／ﾌﾟﾚｰﾄの範囲の5濃度で実施した。試験は3連制と

し、2回行った。

用量設定根拠： （用量設定試験の結果を記載する。）

以上により、試験菌株に対して抗菌性が認められなかった5000μg／ﾌﾟﾚｰﾄを最高用量

とし、以下公比○で希釈し５濃度を設定した。

試験結果：結果を次表に示した。

2回の試験において検体はS-9 Mixの有無にかかわらず、菌株の生育阻害を起こさない最高

用量（5000μg／ﾌﾟﾚｰﾄ）においても、いずれの菌株においても復帰変異コロニー数を増加

させなかった。

一方、陽性対照として用いた○○○、○○○、○○○及び○○○ではすべての検定菌株で

明らかな復帰変異コロニー数の増加を示した。

以上の結果より、検体は代謝活性化を含む本試験条件下で復帰変異誘発性は有しないものと判断

される。
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１回目試験 （表中の数値は３反復の平均値）

S-9 復帰変異コロニー数／プレート

濃 度 Mix

薬 物 の 塩基置換型 フレ－ムシフト型

(μg/ 有無

ﾌﾟﾚｰﾄ) WP･･･ TA･･･ TA･･･ TA･･･ TA･･･ TA･･･

対照(DMSO) －

○ －

○○ －

検 体 ○○○ －

○○○○ －

○○○○○ －

対照(DMSO) ＋

○ ＋

○○ ＋

検 体 ○○○ ＋

○○○○ ＋

○○○○○ ＋

○○○ ○○ －

陽

性 ○○○ ○○ －

対

照 ○○○ ○○ ＋

○○○ ○○ ＋

注）○○○（陽性対象物質の略称（以下同じ。））：･････････････････（正式名称（以下同じ。））

○○○：･･･････････････････

○○○：･･･････････････････

○○○：･･･････････････････
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③ 90日間反復経口投与毒性試験

※統計学的有意差のある変化はできるだけ表を用いて判りやすく記載する。

○○○（動物名）を用いた飼料混入投与による９０日間反復経口投与毒性試験（資料 ）

試験機関：○○研究所〔ＧＬＰ対応〕

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

供試動物：○○系○○○（動物名）、１群雌雄各○○匹、開始時○週令

特に供試動物の種類や月齢等は規定していないが、「農薬の試験ガイドライン」において

は以下のとおりとされている。

・１群雌雄の各匹数は、げっ歯類については10匹以上、非げっ歯類については４匹以上

・開始時の週令又は月齢は、げっ歯類については、離乳後、馴化期間を経てできるだけ早

い時期の同一週齢（通常５～６週齢）、非げっ歯類については４～６か月齢の動物を用

いる。また、雌は未経産で非妊娠のものを用いる。

投与期間：○○週間（200○年 月 日 ～ 200○年 月 日）

投与方法：検体を○○に溶解して、０、○○、○○○及び○○○○ppmの濃度で飼料に混入し、９０日

間にわたって随時摂食させた。検体を混入した飼料は○週間に１回調製した。

観察・検査項目及び結果：

一般状態及び死亡率；一般状態及び生死を毎日観察した。

○○、○○、○○等の症状が対照群を含む全群にみられたが、いずれも投与によるものと

は考えられなかった。

試験終了時の死亡率に統計学的に有意な変化は認められなかった。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

投与量 (ppm) ０ ○○ ○○○ ○○○○

雄
死亡率(%)

雌

○○○（※統計手法） ↑↓:P<0.05

体重変化：投与開始前、開始から毎週1回すべての動物の体重を測定した。

○週時の○○○○ppm群雌雄にみられた体重の○○以外、検体投与に伴う変化はなかった。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

摂餌量及び食餌効率：全動物の摂餌量を週1回測定し、食餌効率も算出した。

雄の摂餌量は特に異常は認められなかった。雌では○○○○ppm投与群の○週時において対

照群と比較して多かったが、それ以降は差がなく正常に推移した。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。
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検体摂取量：投与期間中の平均検体摂取量は以下のとおりであった。

投与量(ppm) ○○ ○○○ ○○○○

検体摂取量 雄

(mg/kg/day) 雌

飲水量：毎日測定した。

投与による影響は認められなかった。

血液学的検査：投与後○、○○、○○及び○○○週時に各群雌雄各○匹ずつ（＊検査動物の供試状

況が明確に分かる記載とする。）を対象として、○○（＊採血部位）から血液を採取

し、以下の項目の測定を行った。

赤血球数、ヘモグロビン量、ヘマトクリット値、○○○、･････、平均赤血球数容積

（ＭＣＶ）、平均赤血球血色素濃度（ＭＣＨＣ）、○○○、･････

○○○○ppm投与群の雌雄で○○の有意な○○が認められた。

○○ppm投与群の雄で○○週時に○○の○○が認められたが、用量との関連がないことから

検体投与による影響とは考えられない。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

性 別 雄 雌

投与量(ppm) ○○ ○○○ ○○○○ ○○ ○○○ ○○○○

検査時期(週) ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

赤血球数 ↓93 ↓92 90 ↓92 ↓91 89„ „

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ量

ﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ値

ＭＣＶ

○○○

○○○（＊検定手法） ↑↓：P<0.05 ：P<0.01‚„

表中の数値は変動の目安として対照群を100とした場合の値を表したもの。

血液生化学検査：血液学的検査で使用した血液から得られた血清を用い、以下の項目の測定を行っ

た。

ＧＯＴ、ＧＰＴ、総タンパク、アルブミン、○○○、･････

○○ppm投与群の雄で○○週時に○○の○○が認められたが、用量相関性がないため、検体

投与による影響とは考えられない。

＊判りやすいよう適宜表で記載する。

尿検査：血液学的検査と同時期に採取した尿について以下の項目を検査した。

比重、ｐＨ、タンパク質、○○○○･････

検体投与に関連のある変化は認められなかった。

眼科学的検査：投与開始前、投与後○及び○○週時に各群雌雄○匹ずつを検査した。

検体投与に関連のある異常は認められなかった。
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臓器重量：投与後○、○○及び○○週時の中間屠殺群と試験終了時の全生存動物を対象として以下

の臓器重量を測定し、対体重比も算出した。

脳、肝、腎、副腎、○○○･････

○○ppm投与群の雄で○○週時に○○の○○が認められたが、用量相関性がないため、検体

投与による影響とは考えられない。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

肉眼的病理検査：途中死亡、切迫屠殺、中間屠殺及び試験終了時の全生存動物について剖検を行った。

○○○○ppm投与群の雌雄で肝臓の○○の発現頻度が対照群に比較して高かった。

他の所見はいずれも自然発生的な変化であり、検体投与によるものではなかった。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

性 別 雄 雌

検査時期(週) ○○○ ･････ ････

投与量(ppm) ０ ○○ ○○ ○○○

臓 ＼検査動物数

器 所見＼

肝 ○○○○○○

○○○○

腎 ○○○○

○

○

○○○（※検定手法） *：P<0.05 **：P<0.01

病理組織学的検査：肉眼的病理検査を実施した動物を対象として、以下の組織について病理標本を

作成し、検鏡した。

脳、脊髄、下垂体、甲状腺、○○○･････

肝の○○○、脾の○○○等が対照群を含む全群で比較的高頻度で認められたがいずれの変

化も自然発生的又は老齢化による変化であり、検体投与に起因するものとは考えられない。

＊判りやすいよう適宜表を用いて記載する。

性 別 雄 雌

投与群(ppm) ０ ○○ ○○○ ○○○ ０ ○○ ○○○ ○○○

臓器 所見＼検査動物数

○○○

肝 ○○○

○○○ １．
２．
３．

○○○（＊検定手法） *：P<0.05 **：P<0.01

＊文章で上記の結果及び考察を記載する。

以上の結果から、本剤の○○○を用いた飼料混入投与による９０日間反復経口投与毒性試験におい

ては、最高投与量の○○○○ppmにおいても影響が認められなかった。
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④ 暴露評価に係る試験

＊作業者暴露、作物残留及び環境残留（土壌残留試験、水中運命に関する試験、水質汚濁性試験

等）について文献検索を実施した場合には、検索したデータベース、文献数、検索内容及び検索

結果を記載する。

＊検索の結果、該当する文献があった場合には、試験の概要について記載する。

○○試験 （資料 ）

試験機関：○○試験所

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

試験方法：（栽培作物、散布条件、試料採取方法、分析方法等を記載する。）

試験結果：（結果の概要について、できるだけ表を用いて判りやすく記載する。）
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⑤ 評価対象資材に含まれる物質の構造活性

＊評価対象資材に含まれる物質の構造活性について文献検索をした場合には、検索したデータベー

ス、文献数、検索内容及び検索結果を記載する。

＊検索した結果、該当する文献があった場合又は別途構造活性について調査した場合には、その概

要について記載する。

○○（物質名）の構造活性 （資料 ）

調査機関：○○研究所

報告書作成年：200○年

調査方法：（構造活性の調査方法について、使用したデータベース、システム等について記載す

る。）

調査結果：（結果の概要について記載する。）

関係文献の有無：（関係文献がある場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）
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（３）水産動植物に対する安全性

魚類急性毒性試験 （資料 ）

試験機関：○○研究所〔ＧＬＰ対応〕

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

供試生物：○○（魚種名）、一群各○○匹

「農薬の試験ガイドライン」においては、「供試生物は、コイ・ヒメダカ等の試験生物種

から選択する。」こととし、供試魚数については、「試験区ごとに少なくとも７尾使用す

る。」とされている。

試験方法：○○式（流水式、止水式等の試験方法）、○○～○○℃（水温）

試験結果： LC ：mg/l50

観察時間（ｈ） 24 48 72 96

魚類 ○○ ○○ ○○ ○○
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ミジンコ類急性遊泳阻害試験 （資料 ）

試験機関：○○研究所〔ＧＬＰ対応〕

報告書作成年：200○年

公表の有無：（公表している場合には論文著者、文献名及び発行年月日を記載する。）

検体：（試験に用いた物質の名称、純度等を記載する。）

供試生物：オオミジンコ（Daphnia magna）

「農薬の試験ガイドライン」においては、「供試生物は、オオミジンコ（Daphnia magna）

を用いる。ただし、当該種と同等の試験結果が得られるミジンコ類であれば他の種を用い

てもよい。」こととされ、供試生物数は、試験区ごとに少なくとも２０頭使用する。」こ

ととされている。

試験方法：○○式（止水式、半止水式又は流水式の試験方法）、○○～○○℃（水温）

試験結果： EC ：mg/l50

観察時間（ｈ） 24 48

ミジンコ ○○ ○○
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ゴルフ場暫定指導指針対象農薬に係る平成20年度水質調査結果について

平 成 2 1 年 1 1 月 1 6 日 ( 月 )
環 境 省 水 ・ 大 気 環 境 局
土壌環境課農薬環境管理室
直 通 ： 0 3 - 5 5 2 1 - 8 3 1 1
代 表 ： 0 3 - 3 5 8 1 - 3 3 5 1
室 長 大友 哲也(内線6640)
室長補佐 木下 光明(内線6641)
担 当 鈴木 蓉子(内線6643)

環境省の示した「暫定指導指針」に基づき、平成20年度に都道府県等及び地方環境事務

所において実施したゴルフ場で使用される農薬についての水質調査の結果を、環境省にお

いて取りまとめた。

634か所のゴルフ場を対象に、延べ23,403検体について水質調査を実施。指針値を超過

した事例はなかった。

１．経緯

環境省は、平成２年５月に、ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁を未然に防止するため、

ゴルフ場で使用される農薬に係る水質調査の方法や、ゴルフ場の排水口での遵守すべき農薬濃度目

標（指針値）等を定めた「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」

（以下「暫定指導指針」という。）を都道府県に通知した。以降、各都道府県等において、同指針

に基づき所要の調査、指導が行われている。環境省は、この水質調査結果について、平成２年度以

降、毎年管下市区町村調査分も含めて都道府県から報告を求めている。なお、平成16年度調査から

は、環境省地方環境事務所（旧地方環境対策調査官事務所）においても水質調査を実施している。

引き続き｢暫定指導指針｣に基づき、都道府県と協力してゴルフ場で使用される農薬による水質汚

濁の防止のため指導を行っていく。

２．平成20年度に都道府県等及び地方環境事務所において実施されたゴルフ場排水口等に

おける水質調査結果

＜調査結果の概要＞

① 調査を実施した都道府県数 45

（うち地方環境事務所が調査を行った都道府県数 19都道県

(７都道県において重複)）

② 調査対象となったゴルフ場 634か所

（うち地方環境事務所が調査を行ったゴルフ場数 21か所）

③ 調査対象農薬数 計45種類

④ 総検体数 23,403検体

（うち地方環境事務所が調査を行った検体数990検体）

（ ）⑤ 指針値超過検体数 ０検体 別表１、２のとおり

別添５
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（別表１）都道府県別水質調査結果

北海道 北海道 55 (2) 45 (45) 677 (90) 120 (45) 0 (0)

青森県 0 0 0 0 -

岩手県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

宮城県 3 (1) 45 (45) 135 (45) 0 (0) - (-)

秋田県 2 6 6 0 -

山形県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

福島県 17 45 675 126 0

茨城県 4 10 30 14 0

栃木県 74 45 2,545 1,236 0

群馬県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

埼玉県 36 45 1,154 776 0

千葉県 23 45 853 264 0

東京都 3 (1) 45 (45) 59 (45) 52 (45) 0 (0)

神奈川県 13 26 165 150 0

新潟県 3 12 51 33 0

山梨県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

静岡県 19 24 456 312 0

富山県 16 44 689 689 0

石川県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

福井県 5 45 186 6 0

長野県 9 45 466 294 0

岐阜県 4 (1) 45 (45) 61 (45) 0 (0) - (-)

愛知県 44 45 413 172 0

三重県 6 (1) 45 (45) 70 (45) 25 (0) 0 (-)

滋賀県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

京都府 14 33 246 212 0

大阪府 25 28 460 50 0

兵庫県 87 45 4,971 526 0

奈良県 35 41 1,810 770 0

和歌山県 2 (2) 45 (45) 90 (90) 45 (45) 0 (0)

鳥取県 1 (1) 45 (45) 90 (90) 45 (45) 0 (0)

島根県 5 20 72 18 0

岡山県 28 45 1,611 480 0

広島県 9 43 465 422 0

山口県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

徳島県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 0 (0) - (-)

香川県 22 38 836 836 0

愛媛県 0 0 0 0 -

高知県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 45 (45) 0 (0)

福岡県 19 45 957 451 0

佐賀県 5 25 60 39 0

長崎県 10 42 1,438 252 0

熊本県 9 27 459 162 0

大分県 4 (1) 45 (45) 207 (45) 45 (45) 0 (0)

宮崎県 1 (1) 45 (45) 45 (45) 45 (45) 0 (0)

鹿児島県 11 45 400 51 0

沖縄県 2 (1) 45 (45) 90 (45) 0 (0) - (-)
634 (21) 23,403 (990) 8,763 (315) 0 (0)

注１ 調整池や場外の水域等を含む、検体の合計数である。
注２ 排水口の検体数である。
注３ 検体数はサンプル数×調査農薬数である。
注４ 都道府県から報告のあった市町村調査実施分を含む。
注５ カッコ内はうち地方環境事務所調査実施分。

全国計

東北

関東

中部

近畿

中国四国

-

うち排水口調査検体数
注２

指針値超過検体数
都道府県 調査ゴルフ場数

調査対象
農薬数 総検体数

注１

九州
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(別表２) 農薬別水質調査結果（排水口）

指針値（mg/l）
指針値超
過検体数

調査検体数

アセフェート 0.8 N.D. ～ 0.001 0 167

イソキサチオン 0.08 N.D. 0 204

イソフェンホス 0.01 N.D. 0 143

エトフェンプロックス 0.8 N.D. 0 142

クロルピリホス 0.04 N.D. 0 186

ダイアジノン 0.05 N.D. ～ 0.001 0 247

チオジカルブ 0.8 N.D. ～ 0.001 0 183

トリクロルホン 0.3 N.D. 0 127

ピリダフェンチオン 0.02 N.D. 0 167

フェニトロチオン 0.03 N.D. ～ 0.009 0 260

アゾキシストロビン 5 N.D. ～ 0.013 0 256

イソプロチオラン 0.4 N.D. ～ 0.0019 0 204

イプロジオン 3 N.D. ～ 0.002 0 215

イミノクタジン酢酸塩 0.06 N.D. 0 134

エトリジアゾール 0.04 N.D. 0 142

オキシン銅 0.4 N.D. ～ 0.001 0 192

キャプタン 3 N.D. 0 157

クロロタロニル 0.4 N.D. ～ 0.0001 0 230

クロロネブ 0.5 N.D. 0 196

チウラム 0.06 N.D. ～ 0.002 0 213

トルクロホスメチル 0.8 N.D. ～ 0.012 0 227

フルトラニル 2 N.D. ～ 0.0045 0 226

プロピコナゾール 0.5 N.D. ～ 0.019 0 233

ペンシクロン 0.4 N.D. ～ 0.011 0 253

ホセチル 23 N.D. 0 149

ポリカーバメート 0.3 N.D. ～ 0.002 0 134

メタラキシル 0.5 N.D. ～ 0.0004 0 239

メプロニル 1 N.D. ～ 0.002 0 215

アシュラム 2 N.D. ～ 0.022 0 274

ジチオピル 0.08 N.D. ～ 0.0001 0 195

シデュロン 3 N.D. ～ 0.0001 0 198

シマジン 0.03 N.D. ～ 0.006 0 192

テルブカルブ 0.2 N.D. ～ 0.0002 0 170

トリクロピル 0.06 N.D. ～ 0.002 0 205

ナプロパミド 0.3 N.D. ～ 0.001 0 181

ハロスルフロンメチル 0.3 N.D. ～ 0.002 0 210

ピリブチカルブ 0.2 N.D. 0 179

ブタミホス 0.04 N.D. ～ 0.0009 0 172

フラザスルフロン 0.3 N.D. 0 196

プロピザミド 0.08 N.D. ～ 0.041 0 206

ベンスリド 1 N.D. 0 149

ペンディメタリン 0.5 N.D. ～ 0.0001 0 219

ベンフルラリン 0.8 N.D. 0 193

メコプロップ 0.05 N.D. ～ 0.002 0 218

メチルダイムロン 0.3 N.D. 0 165

0 8,763
注１ 各調査機関により定量下限値は異なる。

農薬名 濃度範囲（mg/l）
注１

殺
虫
剤

殺
菌
剤

除
草
剤

合計 －

32



33



34



35



36



別添６ 

37 
 

 

 
 

 
 

 
 



� �

� ����	
������ �

� ����� �

���������������������������� �������� !"� �

������������������������ ����	
�#$�%&�'() *

+ ,-�./�01��23�45� 6

��������������������6+�� 7�87�23�9:;<�=>��

���������������������6+���� ?3�7@87A,(�BCD�E/<

����������������������������������6+���� FGHIJ

������������������������������6+���+ KL�MNO�PQ

��������������������R+�� STU�VWX�Y/Z[\]�^_

��������������R+���� STU�VWX`�/,a�,-bcd�e$fgh/

�������������������������R+���� ijD�kleZ[\]�mn

����������������������o+���+ pqrs�tuX:,a�23O,-

����������������������������o+�+ v3�nw��^_

xy zChSTU�

����������������������������������xy�� {|

����������������������������������xy�� TU

�������������������������������xy���� 	}~����J~

������������������������������������y���� �����

������������������������������������y���+ ��� ��

�����������������������������������y���y ��� ��

������������������������������y���� ����	���� �*

������������������������������y���� ���~	���� �*

����������������������������������y���� ����� ��

������������������������������y���� ��������H ��

�����������������y���� ���������~��� ¡US ¢Y/U�£ �6

� STU��¤¥¦§%&�¨© �R

�������������������������������� ª«V¬�� �R

���������������������������� %&�®�¨©�'() �o

������������������������������ VW¯«�%&°±²h³u �o

－ I －



���������������������������� VW¯«�%&°cdh´;:³u �o

������������������������������+ µ¶h%&�¨©�·$< �x

� aG�%&� �¸

������������������������������� zChaG�%& �¸

�������������������������������������� v3�¹] �¸

���������������������������������������� º»� �¸

���������������������������������������+ ¼½¾ �¸

�������������������������������y &¿�¹]�ÀÁ&¿�£ �¸

���������������������������������������� Â�Ã �¸

� ���Ä�%& *�

������������������������������������� {| *�

����������������������� ��AÅ.���9:;<�=>Æ *�

����������������������������������� tÇh���2È *�

��������������������������������������� Wa�� **

�������������������������������+ ÉUÊËÌÍÎ�ÏÐÑÎ£ *�

������������������������������������y ÒÓ���Î *6

����������������������������� ÔÕÖ�ÔÕ×ØÙÚÛ�Ù" *6

��������������������������� ��ÔÕ�#$�ÜÝÌÞ��ß5 *R

����������������������������������� \àá�=>�� *x

���������������������������������� ��Å.âã�äå *¸

���������������������������� ��ÔÕAæç��³u�=>Æ *¸

��������������������è ��ÔÕ�®�éê��ëì�íîïð�ñ5�£ ��

������������������������+ ÔÕòó���Å.��E/< ��

��������������������������������+�� ôÕÎ�õöIJÎ ��

���������������������������+�� ÷øùÝÎ ÷øúûüýÎ ��

�������������������������������������+�+ Â�Ã ��

� STU�ë��Gþ��� �*

������������������������������������� {| �*

���������������������������������� ���� �*

� �®���!"� ��

�������������� ��AÅ.��½�°����d��A3	�
����£ ��

����������������������� M×��#$���Å.�E/< ��

�������������������������������+ �~ö��Ý� �o

－ II －



�����������+�� �o���Ä�Z[a8��P��������������£

����������������+�� �¸Z[a8��P����������)����£

�è �'��� ��

－ III －



� ����	
������

��������	
�������������������� 

��
!"��#$�%&�'(��)*
�+,-.�/0
+!�1�213

4�	��56�78�29:;��"*<=>�?@2AB6�	2C*6D����

�EF
��G�H�)*�IJ>K+�LM2NO��6�	P����QRSTU2

VRW
7XPYZ2[\;��"*]^V_��	�C`a�6 56�bcdefg

>���4hi�	j
!"G�1�k
l�mn�opqa�6 

rs�P��
tR���������	���uqa"����vw�x�H

��py;����
!"Gzv�x�H��q_
�����{|�}~���
�"

6D��"����"H��V_�'>������	mn�opqat_W�5

6�bcdmn
!"G�Q[�qa�"�" 

������
�����
}���(4�������EF��
!"���

�U��2C�6�H��z������EF
����2� �"�+�����¡

¢
�;�£¤�Gx��¥¦�EF
§R6}¨
£©�"����ªV«¬��

�6 56�����U���������®EF2C*QR�����EF¯°�

±�²³G+´>
�_a�H��µ_V
��6 

H�6D�¶·¸¹�º�������4��(�
tR������	
�;�»

¶>�¼½P¾¿�2À	;�H���laÁa������laÁa�LM�
¥

�6�	�Â2[��"�¬��Ã¾¤Ä2OÅ;�H��;� 

�t�¶·¸¹�º�����
tR��������(�������	�Æ�

_W+´������	
GÇ��x��È��É°��w
GÃ¾��? qa�H

���ÊËqa�

56�¶·¸¹�º�������Ì�>��	¯Í2pÎ;������	°�

¥¦�ÏÐ2Ñ;6D�Ã¾����)*�»Ò>�����y��ÓGÔDÕÖ;

�H���6 

� �����

��� �������� !"�

��
!"��l�,×�ØÙÚ��� �n2ÛÜ;�×Í�Ó2��ÝÞn


)�,Dt��ßTà�	�C`a"� 

��
Ô5a�G����1�e(áâ«�ãä�2Ôåj����EFP�æ�

ç�1 2ÊË�� ;��è�eéê>
 "�ëì2Ôåj�x��í,��2

F��î�ïðñ�ò�Ó
»ó"6ô�2õRØÙ��Raö÷ø49:4� ��

－ 1 －



��" l������ 
����¥ 1�P¥ ����ùúûüP� ýü

�Ó�� �n2Ü�×Í�x�H��Ó�én
)�-,qa"� 

;�`þ�,D_a6� �n
��� 2�6�g���PLM±���2�

	��l�¬�ØÙ�
�2�D��"*ßTà�	�¾¿�
�����AN
Ø

Ù2×ÍóR"� 

l�������� �/����¼½�
!"�����2� ;�°�Û

Ü;��»�2,D������pÑ����� °����
�Ðqa"�¼½

e���X�ùúûü�� �Ê�� ýü�j2ÛÜ��Raö�_�"�-,;��

�G
�rs��
t"���� 2;���������¡;�H�2E�;�6D


�����2�B�)* D�Raö�_�"��"� 

56����!�"#$�%
�ã#ä��LM��&æ�'(�pÑ�6�rs��


tR���� 
!"�Gl�+!�x��Ha
�rs�)*
tR�EF
+

6����2LM,
¡¢;���2¾©��	>EF2-.;�H��¡¢
��

3)�r/±�0��¡¢��1
)��¡�23
��;�H��Ó����LM

±���2456�;�6D�¼½�Õ7qa"� 

q_
��8�
)�LM�Y���9�:;�
�;�n<�e=>��?ß�

�@An��"*j
»ó���LM�Y���9�:;
�;�»¶�B�
t

"�8P���CD���92:;;��LM±�EF�G3
H;��

YPIÍ�,D_a"���H�*þ��u�	
!"�LM±�EF�G

3
H;��u�	VÓ*V2�	;�»����¬Õ�rs��
tR��

�� 
!"�
�J�6G��x�H���Õ7qa"��H��x� 

Ha_���2� ;�
+6��KPLM�NO2P`WÛÜ;��¼½�x

��¶·¸¹�º�ÕÖ2Ã¾
EF�Â21�;��g�»Ò���G��x� 

��� ����	
�#$�%&�'()

¶·¸¹�º���Q����laÁa�RS
g`T¥¦�EF2C*6D�

Ã¾���)*���;��¼½2Õ7;�H��;� HH��fg>���4hi�	

ebcdU VWXYZ[\XY] ^Y_X `\W\ZYaYWXj�¾¿�2»¶���l�,×����»¶>


bccb�
def
)�1�qa6G�2g ;�H��;� 

hdef
)�bcd�,×i

�bcd���;�� "�H��jk�EFlm2nopq��la
»ó����

��r��st2Eu!!��l�v�EFHw�� X2<=>
x+y���

#�
z¿�V!�â«LM±�ßTà23{�56�45�;�)*�¥¦�EFmn

2|Æg`T�H��x� bcd���¯y�Â�}~2456�;����1��y

�2����56��
��;����Ú���2�æ;�G��x� �eVWXY[W\X��W\

� ��]Y �� ��W]��X �W X�Y ��_X[���X��W \W] �_Y �� ^Y_X���]Y_�bccb�)�,×�o2

���

H�)*
�def���bcd�EF�'�<=2¾©�!!�PLM±���245

6
;�6D�¥¦�EFmn2�g;�H���t����� �"*���2�F

－ 2 －



��"�" 6Q���1�� "���l�v�EFHw�� X2<=>
x+

y���#�
z¿�
!"����(4������EF
�+¡
�+�5_

�"G��¾¿_a�laÁa�����¢D�#�e����py£�PEF
VV

��>4�>¤ j
)��,qa�G��¾¿_a� 

¶·¸¹�º��H�¾¿�
»ó��Q�����laÁa��Va6RS�>

�¥¦�EF�2C*6D�Ã¾���)*�����py�{�"¥á��¦§Y¦

�,â«py�
�"LM1��¨©�]ª4���py«ª�
)�¬Êp��l�

py�6�g����	â«���� GÔD6EF
É�®¯�"*�a2»

¶���;�H��;� °"�±�¬Õ��a2Ð�6G��x� 

－ 3 －



�� ����	
�������������

�� ����������
���������

py�«²qa�����[³

¬Êp��EF
É��	�[³

$´�´$ 3)�r/���À �µ¶�

·´$ ¸¹�EF��	
§R ���¶�

º ���
};�	»�s; �b�¶�

���±�u2¼�;�ê>�[³

ê>
½�6¦PY¦���

�u�¾¿4�	�n�¨©

$ �u
 "�¥á���,4À�� �µ¶�

$ �u
 "�¥á���,4À�� �µ¶�

$´� ¦4Y¦��,
x6����¼½ �µ¶�

$´b ����py�
�"LM1��¨© �·¶�

$´$ Á,4®Â��¨© �Ã¶�

µ Ä������ ��¶�

·´� ¬Êp��mn ��·¶�

·´b EF
É��	�¾¿� ��Ã¶�

�Kr/���À

EFmÅ�[³ µ Ä������ ��¶�

Ã �	>EF� ��º¶�

�´b ��2� ;�
+6����^ �bc¶�

ÆÇ�ÈÉÊà�����	Ë'


»ó�ÌÊ}¯�pq�

�Kr/���À

�u�¾¿4�	�n�¨©

·´$ ¸¹�EF��	
§R ���¶�

º ���
};�	»�s; �b�¶�

$´b ����py�
�"LM1��¨© �·¶�

$´$ Á,4®Â��¨© �Ã¶�

EFmÅ��� µ Ä������ ��¶�

·´b EF
É��	�¾¿� ��Ã¶�

Ã �	>EF� ��º¶�

� ��
)�EF ��!¶�

�´� fÍ ��!¶�

�´b ��2� ;�
+6����^ �bc¶�

�´$ ¡¢=Î���� n
!" �b·¶�

¬Êp��EF
É��	�[³ ·´� ¬Êp��mn ��·¶�

·´b EF
É��	�¾¿� ��Ã¶�

·´$ ¸¹�EF��	
§R ���¶�

Ï�£�PEFË'�[³�ÕÙ

ÆÇ�ÈÉÊà��ÀË'2ÐÑ�

－ 4 －



+ ,-�./�01��23�45�

+�� 7�87�23�9:;<�=>��

��4��(���uâ«�u�ÒÓ
t"��,�6(á�2�u;�H�
)

�����pyßTà�Ó�£�V�56������V_Á,PEF�Ó��	ST

U�Ó�£�5�ÔÕ����V�l�í
��
)�EF�����Ö"�g


��r/���À
!"¼N
nopq;� 

+���� ?3�7�87A,(�BCD�E/<

�u��,
+6���l�����¼�ê>�×��Ø Ä��Ù��V2µ

[
��l�ê>
x�6G��;����x� Ú¿ö�ÛÅP�Kr/�Ø °�

Ä����Ü�5-.�������±��x�����py��"��â«�

��QR��
)�EF��®2�����"����py�
�"����u�Ý5

a���+���Þ]2���6]ß(à���)*�í,���2,á��6�u��

�����Ó������py�P;"��2�u;��g������	
�;�

�>��>STU����VV�H���� H�6D�=>�]^V_�����PÄ�

Ø °�¸�â2no¾©;�H�����x� 

4���¼�ê>�×V 

4²,qa�Ä�Ø °�ÙV 

4l�ê>29�;�6D
í,���eí
l��K�����py�z"��ã5

a�G�j2�¿����x�V 

4����py�P;"í,���2�¿��;aö�Ó�£��-.��¿��V 

56��	�nâ«����pyPÏ��ä�2z¿�¨©�×V 

+���� FGHIJ

����¼�ê>
½�6��2�u�6�g��	STU
!"=>�]^2

À	;����x� 

4py�²,qa�����×V 56�+å�����P�u±����g"�Ó

�£�V 

4����¬Êp��6D�mn�Ó�)*�G��x��æ�À��jkV�56�¬

Êp����V�6�g�}¯�×V 

4py�����g"2¾©�6¬�����qa�EFmÅ�×V 

4¬Õ]^V_�����	2;�6D�STU�Ó�£�V 

+���+ KL�MNO�PQ

�����	��«çP�æ�6_a"�,����èT�C`a�G����

��/éê
)��	±�ëì�¢D_a"� /éê
)��	2�®�6�

g��/�¢D�����Àí4�	�jk�����G
������	
��

－ 5 －



G�/�C
�����	mn2pq;�H�
)������EFmn±�	»P

����¬Êp�â«AÄ�î_aP;����"*Ø^Gx� H�6D�=>�]^

V_r/���À2C*H��Ý5a� 

43)�r/�EF2Ôå�	
�;�¾¿�2CÇ;�6D��2¼R"�V 

4r/�¢D�����Ó�)*�G�V�r/�¸�â
x�6���
;��g

������	�Ó*���V 

4EF�nP0�
!"g�¼½2¼R"�V í
��¡¢2C*�g�»

�
!"g��"�V 

4����¬Êp�PïK�EF�
!"r/�éð�î_a�V 

+�� STU�VWX�Y/Z[\]�^_

����¾¿�	
�����>HñP����hi�	±�STU�VV���

Ha_�STU�òA2jk�6�z¿���G
���
)����EF23_;H��

¢D_a"� H�6D
������py�
�"LM1�2óô
����Àí

2C*H�����x� 

+���� STU�VWX`�/,a�,-bcd�e$fgh/

õö�����py�EF����r/V_�£¤�2o÷��l��K����

�py�EF2øù��qa"��������QR�u��" 56�ú
�uqa

"����x�G�k��)*
����py�Pû�����������py

�x5��_a�"��
¦�ü¿�V�ý����v���2�,;� í
��±�

�þÏ��py��óqa����py�P;"�����ð�u��" 

�t����!��
���
}��®�6����U���=>�����U���

"* j
)�������py2¾©��u2C�"��g��Ãc��c�£��x

�������������py2¾©��"��u2C�"� 56�����p

y�z�Ï��Ñ"�����z�������à	�
É��e���2Ôåj2

x�"� +�������py�{�"�����������������àT�

��à������2x�"� 

+���� ijD�kleZ[\]�mn

+´
�K+���
)��uPK��LM
t"������py���P;

" ����py23_;6D
��zv�����ueÚ�(áeÖá�Gáj�i¶

e>iGÔåj2|Æg`Tj
)�LM�zv�[\
)����ëì���ëì��

P%��y �!"���y�Â��É	�T��a#,yqT�H���'>�"`

a"� �V�����py�G3�¯���zv��\��]^2Ý�Aa6�

u�$�%Ó�®qa"�"��&N�x������U��Ë'� 

zv��]^2Ý�Aa6¼Ú���'()�ã¯ïð��ïð
)aö�%�2

*«+T�}¯e��������u�,-�¼��j2C�6�H��%��y ü�

.�/�0û���
)�Ï��$�%Ó����6��Ä1�x�  56�e2j3ãf4"

－ 6 －



g{|à
)aö���5	 �,-P,672¼����5	289;�H���·


�·:	�;�ß���<Ñ=�0�/�>3�6��Ä1Gx�  4±

+���+ pqrs�tuX:,a�23O,-

l��K���RSe?@�ABRS�j
¥g�"�"��2�u;�����

��
y�TW����py�P;"H��56��y¦P%y¦)�G��C>��

¦
)�DE�t¿_a6�FY¦$Ó���±�GH��G"I§�x� l�6

D�l��K
x�6�yPy�Â2JK����RS
¥g�6�u2C*H�
)

������py�{�"������y��ÊË��� 

+�+ v3�nw��^_

���r��"��g�/L�/9��2C"����A14gß2EM
;��

�G
�(NO��A14gß2)�;�6D
�Á,2C"���������2°

� �t�/L�Á,2C�6�
�����py�P��_a��g���Î
Q«

Ñ�¥¦�R	2C* 

56�������y�PLM�\�2S;;�]^V_�Ç�ZÂT�®ÂPA

BDEw�òA�2C*H�GÇ��x� 

－ 7 －



y zChSTU�

y�� {|

����U��
)���Q���
t"£©�"����4hi�UV����

�x� H�6D�Ä���
!"�l�y�PEFn�
!"»W;� �t�

��
!"��+´
l�$�%Ó���
}��2âX;H���"���

�x���
!"��í
����¾¿»W2t¿"� 

y�� TU

y���� 	}~����J~

o ¢ �¶Y4Z84[Y

py�Ê���±ýe+�.ýj�py (N��aêP(\>�Ó�]y�^_��

`�a#�b�c#
���py��(d
äe f��`�b#�c�V#


Ñ& f��,gÊ5�(2h�i�,21�jD�y?��(k

2��(l2m�� 0�=n�o¡�(2m; 

+y�� ��Dhm���o	òpTeTâ�����j�U��qñ��à	�;â��

àr�

�±����s�

«ª�n ��tß���uUß�EF�>Õ
Ð;)*
�vgf���EF�G��G

�'>�x�6D�py�Ê�>[�JK������� H�6D�Æw

���U	Êo2? ����py�Ê2JK��lHV_«²qa�f

�py�Ê
�^>�pyNO��ý�PEF2�®;� �t�U	Ê

o
xyü�z�à
��6±�.{/|�EF¥Ê 

EF�n �py�Ê
}~
(á2�ý��py�Ê�f���2��"�*þ


���¦�Ý���Æ!�;�n�4G�'> H��Ê2õu��f��

(á��
È���5* y�������è�¥ �x��l�v��

�
GØÙ�x� ¡¢;���py(á
6,;���¡E�
 D

� 56�f�l�G�2y�;��'��"��Æw���èeÆ��º�

w�º�è��U	Êo
)�����894x�
)��Ì����tß��

�uUß�f�Ï�2G3qT��nGx� 56��è¡¢2��"RS>

��sR	��IJ�8y�6D�Æw���U	Êo¼����f�r

��G���6�"*Ä1P�Æw���U	Êo28y�f��EF¥Ê2

��6D�py«ª
 "6�H��"�ê
����,�ü�3{��±

�ê
���¡¢23_�G�Ï�����ê�6�"NO���6��

Ä1�x�  4.

�p�����k�py�«²qa��g��pyN
��2(N


ÎAP�þãåH�
)�(�
��qT��nGx� H��g�1¯�

��¡G��LM±����{�"G��¾¿_a� 

－ 8 －




